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機械可読な大規模な学術論文の情報として、NII－NACSISコレクションがある。これを用  

いて、論文の標題におけるキーワードの使われ方を調べ、その中の特定の構文パターンに注  

目して、用語間の意味関係の抽出を試みた。本研究では、品詞情報を必要としない手法を使  

い、三つ以上の用語間の意味関係を記述する構文パターンについて実験した。その結果、単  

純な意味関係を明確に記述する構文パターンを利用することにより、意味関係を抽出できる  

ことを見い出した。  
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かというのが本研究のテーマである。   

機械可読な大境模な学術論文の情報として、NII－  

NACSISコレクション【10】がある。これは、情報  

検索の研究のために、日本の多くの学会から論文  

を電子的に収録したものである。我々はこのデー  

タを使い、論文の標題において、キーワードがど  

のように使われているかを調べ、その中の特定の  

構文パターンに注目して、用語間の意味関係の抽  

出を試みた。   

本著者の石川はこれまで、主に二つの用語間に  

1 はじめに  

人間の思考汚動は、高度な知識の集合体によっ  

て支えられている。計算機が同等の能力を得るた  

めには、同様に高度な知識の構築が必要であると  

考えられる．人間は何らかの媒体を介して言語と  

して記述された一階報を元にして解析し、そこから  

意味を抽出して自らの知識として蓄えていく。計  

算機も同じ手法により知識が得られないであろう   

★2002年10月1日から大学統合により、筑波大学囲蕃  

館情報学系となった。  

－40－   



用して凍繹推静、帰納推論、仮説推静など【6】高  

度な愚考機能の乗現を目指している。  

のみ注目して意味関係を抽出してきた軋また、  

形患素解析を利用して品詞悸鞭を元にして解析を  

行なってきた。今回は、品詞情報を必要としない  

手法を使い、三つ以上の用常闇の意味関係を記述  
するような構文パターンについて真顔した。  

3 SS＿SANS法  

以下に、具体的な処理方法と、従来までの研究  

について述べる。  
2 情報の資源化   

我々は、専門的な領域における用常に注目し、  

その用語によって表される概念を、用語閲の体系  

的な構造化によって関係を表現し、これを用いた  

応用を考えている。   

現時点では、主に用語の意味閲附こ基づいた資  

源化を行なっている。この資源化方法は【1】、用譜  

間の同値関係を自動抽出する方鴇や、専門用葡の  

造語親則に基づいて階層関係と陳連関係を自動抽  

出する方法が示されてあり、各方法についてそれ  

ぞれ研究がなされている。   

SS－SANS法（Seman七ical1ySpeci鮎dSyn七actic  

Ana如iB）【1】【2】は、特定用讃に関する構文解析  

による方法である。これは、まず特定の用禽を中  

心とする文章中から特定構文を利用して、概念間  

の関係を抽出する。次にその結果を用いて新しい  

特定構文を得る。これを再帰的に繰り返す方法で  

ある。SS－SANS法における詳しい内容は次節に  

て述べる。   

シソーラスの構築において【3】、構造化すべき  

基本的な用諮問の意味関係に、等価関係（同値関  
係）のUF（useあー）やUS臥階層関係の上位を  

BT（bTOaderterm）と下位をNT（na汀OWer七erm）、  

連想関係にある用語は関連語と呼ばれRT（rela七ed  

term）があり、これらを構造化している。SS－SANS  

法の役目は、階層関係や、関連関係（連想関係）の  

抽出をすることである。関連関係には様々な蘭係  

があるが代表的なものとして、過程と道具（速度  

測定と速度計）、行為と結果（科学研究、科学的発  

展）、行為と受容体（データ分析とデータ）、起源  

に関する概念（一階報と情報源）、因果関係（傷害と  
事故）、などが挙げられている。このような関係  

を抽出するのが狙いである．   

SS－SANS法によって得れらた意味関係は、前  

述の資源化手法によって得られた同値、階層関係  

との統合が可能である。これによって、より多く  

の意味関係が相互作用することにより、高度な意  

味関係の処理ができる軋こうして、意味関係の  

統合化を進め向、この構造化された意味関係を利  

3．1具体的な処理方法   

SS－SANS法の処理を具体的に表すと以下のよ  

うになる。   

1．構文パターンを嵐とし、用帝を孔とする  

2．訊を「～を用いて～を～」とした場合、  

仇（礼鞄，乃）＝れを用いて鞄を範  

とする   

3．i＝1からnにおいて、   

即こよりれ，筑，鞄を抽出する  

4．れ，範，範を使って、新たな筑＋1を抽出する   

5．以下、3，4を繰り返えす。  

3．2 従来の研究  

SS－SAⅣS法は、食初は分析化学における標題  

の意味解析を行なうために考案された軋分村ヒ  

学の嘲では主に、分析試料、分析成分、分析方  
法の用語から構成されている。これらの分析に関  

連する用潜を、それらの用帝を結ぶ構文のパター  

ンを解析することにより、構文パターンをまとめ、  

自動抽出を行なった。   

この手法lま標題だけでなく本文にも適用可能で  

あり、日本常の静文の要旨において、簡単な構文  

パターンを当てはめて、用語間の意味関係の自動  

抽出を行なった研究が挙げられるr7摘】。この研究  

では、処理方法の項目3，4，5の処理を行なった。こ  

れらの処理過程は、形態素解析ツールを利用して  

品詞情報を手掛かりにテキストを照合している。  

また、二つの用常闇に限定して、ニ用語間の意味  

関係のみを中心に抽出している。この結果は、関  

連関係データARTS【9】として収録し、まとめて  

ある。   

なお、本研究では、処理方法の項目3について、  

従来の方法碗と違った処理方法を提案し、集散  

した。  
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順位  個数  商   
1  2313  の   
2  1267  に   
3  508   を   

4  486   と   

5  380  おける   
6  322  よる   
7  245  

8  237  基づく   
9  190  用いた   
10  170  ついて   
11  162  ため   

12  116  から   
13  103  田   
14  100  な   
15  95  その   

1（；  89  関する   

17  81  する   

18  77  利用  
19  71   

学習      20  66   

21  66   

22  64   
）  

23  55  開発   
24  54  構築   
25  54  研究   
26  44  実現   
27  44  応用   

28  38  提案   
29  36  知識   
30  34  評価   

4 NII－NACSISコレクション  

NIINACSISコレクションは、主に・静報検索の  

ために利用されている大規模なテストコレクショ  

ンである【10】。日本国内の様々な学会の発表論文  

などが収録されている。このMI．NACSISコレク  

ションは、論文一件毎に、  

●整理番号   

●櫻麿   

●著者   

●発表様式  

● 日時  

●要旨本文  

● キーワード   

●学会名  

の項目が記述されている。ここで、キーワード  

とは発表者が自分の研究に対して自由に付与でき  

る最大6個までの常である。   

本研究では、NII－NA（】SISコレクションの1999  

年度版を使って、日本語論文の槻について議論  

していく。さらに、この収録された論文のうち、  

人工知能学会関連1の論文2031件を対象とした。  

なお、コレクションの中でも藩分割データ（分か  

ち書きされているもの）を使用した。  
義1：分かち書きされた標居中の寓の集計  

4．1論文の原潜で使われる訝の集計  

各論文の標題は分かち書きがなされている。そ  

の最小単位をここでは育と呼ぶ。各本文から君の  

みを切り出して集計したものを表1に示す。   

上位には助詞や句読点、標題でよく使用される  

記号「－」や「：」が並んでいる。20位以下から「開  

発」や「応用」、「提案」、r評価」など、研究の種  

類を具体的に示す名詞が現れた。  

5 本研東の手法と実験   

本研究では、SS－SANS法による【8】の研究と異  

なり、形態素解析ツールによる品詞情報を必要と  

しない手法を遼東する。前回までの結果は、扱う  

べき用萬（抽出の対象となる用語）は限られてお  

り、最強的にはこれらの用常闇以外は不要である  

こと、また用詩以外の助詞や動詞などは表現の自  

由さから特定が難しいこと挙げられる。そのため、  

予め抽博しうる用常を特産しておき、それ以外は  

全て同等として扱うことを考えた。   

また、この事法でlま三つ以上の用語間の意味関  

係を中心に抽出を試みた。以下、その具体的手法  

を述べる。なお、本実験はN工LNACSISコレク  

ションの人工知能学会関連の全論文を対象とし、  

凛紗こ限定して実験を行なった。  

4．2 各論文に付与されたキーワードの集計  

前節と同様に、各藩文に付与されているキー  

ワードのタグの中身を集計した。表2に示す。   

キーワードは全部で約4500種類である∴論文  

件数が約2000件であるから、そのほぼ倍の数で  

あった。上位に位置するキーワードは、どれも人  

工知能を連想させるキーワードとなっている。   

1人工知能学会において、全国大会やシンポジウム、各種  

研究会の報告など．約半分の1000件が全国大会．  
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5．3 一特定の語「生成」を用いた療封の出力   

特産の用語を射べることについて考える。ここ  

では「生成」という漕に注目する。相中のテキ  

ストに「生成」が存在すれば「T」ではなく、一  

番目に注目しているという意味で「1」に変換す  

る。ヱうして、「1」が含まれる償題だけを出力し  

た。この処理によって、21個の額題が出力され  

た。この一部を表3に示す。   

この裏から、「生成」という語は主に標題の終  

りの方に使用され、「～の生成」というバターン  

で出現することが多いことが分かる。そのさらに  

前の部分はいろいろとあり、r′）における～の生  

成」や「～による～の生成」などがあった。  

キーワード名  

人工⊥知能  

エキスパートシステム  

機械＿学習  

知的＿CAI  

知織⊥表現  

学習  

遁伝的＿アルゴリズム  

マルチエージェント  

事例＿ベースー推論  

表2：キーワードの集計  

5．1 用語の選定  

我々の狙いは、用語間の意味関係の抽出である。  

そのため、抽出すべき必要のある用帝は用語集に  

登録しておく。具体的には、NII－NACSISコレク  

ションの人工知能学会の論文を使うので、これら  

のそれぞれの論文に付与されているキーワードを  

全て登録した。しかし、これだけでは不十分なた  

め、分かち書きによって常基数が二個以上になる  

語は複合語とみなし、用語集に登録されている讃  

と同等の扱いをするような処理をしてある。   

これ以外の全ての語は、用語でないものと見な  

す。この中には助詞や助動詞、一般的な名詞や形  

容詞、さらに記号なども含まれる。  

5．4 構文バターン「～からの～の～」  

衰3から、一つ例として「～からの～の～」と  

いう構文パターンを取り上げることとする。本研  

究では、この構文バターンを  

‰からの恥の符  

●‰：媒体を示す語  

●7も：対象を示す譜  

・笹：処理を示す葡  

と考える。この構文パターンを利用して出力し  

た結果の一部を蓑4に示す。全部で12個の標題  

が出力された。   

この裏において、下線が入っている譜は、その  

カテゴリーに属するとは言えない、もしくは疑わ  

しい語である。それ以外は、多少の議論があるか  

もしれないが、おおむね媒体、対象、処理の意味  

として据えられる語であった。   

実際には、標題は「′・・ノからの～の～」の構文パ  

ターンの前後に様々な譜が用語を伴って結合して  

いる。「～と～からの～の～」や、「～による～か  

らの～の～」などの構文バターンがあった。用語  

の役都を推謝してみると、媒体を示す用語1を  

‰1、媒体を示す用語2を7お2とすると、  

「～と～からの～の～」  

J  

r‰1と7お2からのTbの笹」  

5．2 用語集を使ったテキストの変換  

前述の用語集を使ってテキストを変換する。テ  
キスト（ここでは各論文の標題）の語を一つづつ調  

べ、用語集に登録されている語であるならばrT」  

に変換する。それ以外はrw」に変換する。なお、  

「w」もま連続していても「w」と見なすことにする。  

つまり「ww」や「www」も全て「w」に変換され  

る。この手順により、標題のテキストを「T」と  

「w」に変換をした。以下に、変換前と後の処理の  

出力を示す。  

直交型＿推漁 に 基づく 間成風機構  
類推 の ため の 抽象化  
証明 の 一般化＿鼓蛮 に ついて  
学習＿アルゴリズム の 変襖 に ついて  
ノイズ を 含んだ 例 から の 学習＿可能性  
アルゴリズム諭的＿漱示 の 理諭  

でwT  ←  

TwT  ←  
wTw  ←  
Tw  ←  
TwT  ←  
Tw  ←  

←  
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日本萬＿文章 に おける 主題＿表現 の 生成 に 関する 基礎的一考察  
知識 の 並列⊥探索 に よる 機械＿設計⊥手順 の 生成  
瓶立＿説明図 から の 情報 の 融合 に よる 組み立て－プラン の 生成  
説明 に 基づく 物語＿生成＿システム に おける プロット の 生成  
言語＿理解・生成 に おける 処理 の 階層 と 統合  
遺伝的＿アルゴリズム に よる パレート 最適 な 決定木－．集合 の 生成  
力学一間題 に おける 補助＿問題 の 分類・生成  
対象＿知識 から の 状態＿空間＿モデル の 生成  
遺伝的＿アルゴリズム を 使った 解析、 生成 および 自然＿音譜一処理＿課程  
機能＿連鎖＿構造 に 基づく ヘルプ一応答 の 生成  
遺伝的＿プログラミング を 用いた ゲーム の 局面＿評価＿関数 の 生成  

表3：「生成」という漕が使用される額題  

TwTwIwT ←  
TwTwTwl ←  
TwTwTwl ←  
TwTwTwl ←  
TwIwTwT ←   
TwTwl  ←  

TwTwTwl ←   
TwTwl  ←  

TwTwIwT ←   
TwTwl  ←  

TwTwTwl ←  

媒体丁財（からの）  対象払（の）  処理了b  

帰納＿学習  アルゴリズム  確率＿データ  

定量＿情報  

二宮請＿対訳＿コーパス  

データベース  

画像＿情報  

ハードウェア＿記述柵官商＿VHDIJ  

対話＿過程  

二言誇＿対訳－コーパス  

対象＿知識  

知識  

数億＿データ  

定性＿物理＿モデル 帰納＿学習  

動詞  格フレーム⊥獲得  

構造的一従属＿関係 発見  

相対一概鹿  妻斐得  

対象＿モデル  自軌＿生成法  

構文⊥規則  自動一生成  

紺訳⊥知識  自動岬獲得  

状態一空間＿モデル 生成  

階層一橋造  獲得  

微分一方程式  学習  

表4：構文パターンり易からの7bの7手」の出力結果   

部がこの構文パターンによって一致したものを、  

表6にまとめた。   

構文パターン「～を用いた～の～」のそれぞれ  

に当てはまった用語について、標題においてそれ  

ぞれの用語もま以下のような役制を担っていると考  

えてみる。  

第一を用いたTbの7ゝ  

○了サ：道具を示す語  

●7も：対象を示す語  

●笹：処理を示す語  

義5は、この構文バターンに完全に一致した標  

題である。そのため、下線を引いた用語以外、ほ  

ぼこの役割を示す語として教われていた。下線部  

の語「停止性＿検証＿システム」は、実際には対  

象を示す帯、つまリ7b2と考えられる。   

義6は、部分一致により構文パターンが含ま  

れていた標題である。そのため、あまりこの鞍部  

となりそうである。また、いろいろと使われ方  

によって捉え方が違うかもしれないが、ここでは  

了亨を操作または過程として考えた場合、7ナを行  

為者または道具として考えるならば、  

「～による～からの～の～」  

J  

r了ケによる7おからの7bの顆」  

となるだろう。  

5．5 棉文バターン「～を用いた～の～」  

今度は、前節と同様にr′｝を用いた～の～」と  

いう構文パターンについて蘭べることにする。こ  

の構文のバターンに当てはまって処理された標題  

は35個であった。   

ここで、標題が完全に「～を用いた～の～」と  

いう構文バターンに当てはまったのは17個であっ  

た。この結果を表5にまとめる。逆に、標題の一  
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道具符（を用いた）  対象7b（の）  処理Tb  

自然＿音詩＿インタフェース 検索＿結果  視覚化  

遺伝的＿アルゴリズム  外囲＿為替＿市場  シミュレーション  

ニ分㌦決建＿グラフ  喜挨え且プログラム 停止性＿検臥＿システム  
市場－モデル  アプリケーション＿QoS 廟紆 

表5：構文パターン「押を用いた7bの7呈」に完全一致  

表6：構文パターン「升を用いた恥のでpJに部分一致  

通りの用語の使われ方にはなっていない．特に目  

立った結果として、「～を用いた～の～の～」と  

いうパターンが多い。これは、対象を示す寓1、2  

を了bl、了も2として考えた場合、  

「～を用いた～の～の～」  

J  

「7ケを用いた7blの7b2の埠」  

となり、ニれらの標題では実際にはこの役割で  

漕が使われていたと考えられる。  

を解析し、応用する方法は人工知能の研究におい  

て古くから使われてきた【12】。また、計算機シス  

テムが自然音譜の意味を抽出しようとするとき、  
求める情報だけを抽出する手段としてしばしば応  

用されてきたI13】。   

格文法の理論に従って得られた結果について考  

えると、今回の実験の結果は、処理の役割を担う  

語押は動詞句にあたり、他の格（役割を表す常）  
の役割を支配していることになる。そのため、押  

を「生成」に限定したために現れた構文バターン  

r～からの～の～」において、それぞれに設定し  

た格には適した漕が当てはまったものと考えられ  

る。逆に、「～を用いた～の～の～」では、顆に  

いろいろな漕が当てはまる可能性があるため、そ  

れぞれの格に曖昧性が増したものと考えられる。  

6 考察  

ここまでの結果について考察する。まず、構文  

のパターンによっては、此戟的簡単に設定した役  

割通りに解析できるパターンと、それだけではほ  

とんど正しく解析できないパターンがあることが  

分かった。また、どちらにおいても、パターンが  

与えた役部に準じない語が現れることも分かった．   

さらに、構文パターンと完全一致のみ許した場  

合、部分一致を含むものと比べると、与えた役割  

とは違う結果になってしまう標題が減少した。こ  

れにより、より厳しくパターンを照合すれば、抽  

出結果は減少するが、解析の精度が上がると考え  

られる。   

一般に、名詞句が何をするのかという場合、役  

割という意味で格（c舶e）という青葉が使われる。  

これは、Fiumoreが浸喝した格文法と呼ばれる文  

法理論である【11】。ヱのような格を使って名詞句  

7 おわりに  

今回の研究によって、標題の用語の使われ方に  

注目し、ごく単純な意味関係を明確に記述する  

ような構文パターンを利用することにより、簡単  

な意味関係を抽出できることを示した。また、構  

文パターンによっては、適切な意味関係を抽出す  

るためには、さらに多少の工夫が必要なことも分  

かった   

本研究において、重要な点は、限定した意味関  

係のみの抽出であったが、三つ以上の用語間の意  

味関係を扱ったことである。今後は、二用寓閤の  

意味関係との比較や、さらなる構文パターンの適  
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